
 

     

都立農芸高等学校 グランドデザイン（イメージ） 
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【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力に基づくルーブリック】 

※各校で、「資質・能力」の数や「レベル」の段階数は変更する。 

育成すべき資質・能力 レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ 

 

目指すべき 

生徒の将来像 

知識・技能（技術） 

・勉強の面白さやや

りがいを感じること

ができる。 

・自分の得意なことを

知り、興味・関心を広げ

ることができる。 

・興味・関心があること

を自分で調ることがで

きる。 

・難しいことへ挑戦し、主体

的に学ぼうとする姿勢が身

についている。 

・社会の中に

居 場 所 を 作

り、「働く意

義」を見つけ、

他人の力を借

りつつも、一

人で生活でき

る力をもつ人 

・自立した生

活を送り、学

ぶ楽しさや知

識・技術の習

得の意義を感

じられる職業

人 

・自己の価値

や命の大切さ

を知り、自他

の人権を尊重

しようとする

社会人 

 

思考力・判断力・表現

力等 

・挨拶ができる。 

・他人を不快にしない

行動ができる。 

・キャリアガイダン

ス等を通して自己の

進路について考える

ことができる。 

・自分の意見や考えを 

自信をもって話すこと

ができる。 

・自己の適性を知り、卒

業後の進路について考

えることができる。 

・相手の意見を尊重す

ることができる。 

・自分の進路に応じた

体験活動等を行い、将

来のイメージをつかむ

ことができる。 

・異なる価値観を持つ人と

協力して物事に取り組むこ

とができる。 

・就職先や進学先を明確に

し、進路実現に向けて最後

まで努力することができ

る。 

学習に向かう力 

人間性等 

・授業で分からないこ

とや疑問に思ったこ

とに気づくことがで

きる。 

 

・基本的な生活習慣や

食事、適切な運動に関

心を持つことができ

る。 

・授業で分からないこ

とや疑問に思ったこと

を友達や先生に聞くこ

とができる。 

 

・適切な生活習慣を取

り入れる準備を通し

て、自分もできるとい

う自信を持つことがで

きる。 

・授業で分からないこ

とや疑問に思ったこと

を先生に聞いたり、文

献などで調べることが

できる。 

・周囲と協力し合い、適

切な生活習慣を行動に

移すことができる。 

・分からないことがあって

も、今までに身に付けた知

識や技能を活用して理解し

ようと努力できる。 

 

・周囲と協力し合い、適切な

生活習慣を維持することが

できる。 

【生徒／学校の現状】 

様々な生活背景や学習歴を持った生徒が在籍し、基礎的な学力（言語能

力・情報処理能力・や学習意欲に大きな差がある。発達障害や情緒障害が

あり、学習活動や学校生活に困難さを持つ通級や特別支援学級からの入学

者も少なくない。学校生活に対する不適応があり、不登校を経験している

生徒が多い。また、将来のヴィジョンが明確でない生徒が多い。 

・外国籍の生徒で、日本語での読み書きやコミュニケーションに困難

がある生徒が各学年に複数名在籍している。 

・入学前に不登校、中途退学等を経験している生徒が多い中、基礎学

力や学習意欲に大きな差がある。。 

・情緒や知的障害のある生徒が入学し、特別な対応をとっている。 

【目指すべき生徒の将来像（２０年後の生徒の姿など）】 

・社会の中に居場所を作り、「働く意義」を見つけ、他人の力を借りつつも、一人で生活できる力をもつ人 

・自立した生活を送り、学ぶ楽しさや知識・技術の習得の意義を感じられる職業人 

 ・自己の価値や命の大切さを知り、自他の人権を尊重しようとする社会人 

【教育目標】 

国家社会の形成者として必要な一般的教養及び農業に関する専門的技術と科学

的態度を身に付け、あわせて明るい社会づくりに貢献しようとする人材の育成を

図る。「誠実、勤勉、自主、協調」 

ア 自主性及び創造性に富んだ個性豊かな思考力のある人間を育成する。 

イ 心身ともに健康で生命と人権を尊重する健やかで思いやりのある人間を育

成する。 

ウ 勤労の意義を理解し積極的に実習等に取り組む自発的な人間を育成する。 

 

【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力】 

・農業や普通教科の学習を通して自律的に学習できる力（集中力・理解力・記憶力を伸ばす学習指導） 

・思いやりの気持ちを持ち、適切にコミュニケーションを図る力（異なる意見に傾聴しながらも、自分の意見を表現し伝えられる姿勢を持たせる指導） 

・物事に主体的に取り組み、協働して、目標に向かって努力する力（農業実習や行事を通して、自己有用感を持たせる指導） 

【予想される社会の変化】 

・予測を超えた情報化やグローバル化の進展（AI、SNS など） 

・人々のつながりが緊密になり、複雑で急激に社会が変化する。 

【学校像/学校経営計画】 「誠実、勤勉、自主、協調」 

・生徒の基礎的な学力の定着を図り、学習意欲を喚起する。 

・基本的生活習慣の確立と規範意識の醸成を行う。 

・特別な支援を必要とする生徒への支援体制を確立する。 


